
ビ
ジ
ネ
ス
ポ
l
ト
に
よ
る

海
外
進
出
支
援

当
部
門
で
は
前
身
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
創

造
セ
ン
タ
ー
の
時
よ
り
、
各
ピ
ジ
、
不
ス

シ
l
ン
に
お
け
る
専
門
家
を
提
携
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
ご
協
力
頂
き
、
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
提

携
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
弁
護
士
や
公
認
会

計
士
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
各
業
種
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
総
勢
日
名
（
平
成
初

年
3
月
末
時
点
）
に
上
り
、
地
域
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
で

は
年
間
初
j
刊
件
ほ
ど
の
相
談
を
頂
き、

民
間
企
業
だ
け
で
は
な
く
行
政
機
関
か
ら

4・商
科
大
学
グ
ロ

カ
ル
戦
略

副携
部進
門セ
長当
准 l

護軍
官

学連
長携
特推

副議
佐門

北
川
泰
治
郎

筆
者
が
所
属
す
る
小
樽
商
科
大
学
グ
ロ
ー
カ
ル
戦
略
推
進
セ
ン
タ
ー
産
学
官
連

携
推
進
部
門
は
、
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
活
性
化
を
目
指
し
「
ビ
ジ
ネ

ス
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
連
携
事
業
の
推
進
及
び
人
材
育
成
」
を
テ

l
マ

に
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
そ
の
取
組
の

Z
帽
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

も
多
く
の
お
話
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
も
積
極
的
な
戦
略
を
志
向
さ
れ
て

い
る
企
業
の
海
外
展
開
支
援
に
つ
い
て
は

昨
今
関
心
が
高
く
、
や
は
り
多
く
の
来
道

者
が
い
る
ア
ジ
ア
向
け
を
検
討
さ
れ
て
い

る
傾
向
が
強
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う

し
た
道
内
企
業
が
海
外
進
出
を
図
り
、
企

業
の
成
長
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
地

域
で
の
経
済
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す。

例
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
進
出
を
検
討
し

て
い
る
企
業
と
の
連
携
事
業
で
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
市
場
の
消
費
者
調
査
を
行
い
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
化
粧
品
の
商
品
販
売
戦
略

の
立
案
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
他
の
調

査
レ
ポ
ー
ト
も
当
然
参
考
に
し
な
が
ら
調

査
を
進
め
ま
す
が
、
や
は
り
現
地
調
査
で

発
見
し
、
市
場
か
ら
伝
わ
っ

て
く
る
感
覚

は
何
よ
り
説
得
力
を
持
ち
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
調
査
は
北
海
道

ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
す
こ
と
で
商
品
販
売
に

有
利
に
働
く
と
想
定
し
て
い
た
の
で
す

が
、
来
道
経
験
の
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人

に
と
っ
て
、
北
海
道
に
対
す
る
美
容
と
健

康
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
来
道
経
験
の
な
い
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
よ
り
弱
く
な
る
傾
向
が
出

て
い
た
り
、
商
品
の
特
性
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、

単
に
H
O
K
K
A
I
D
O
ブ
ラ

ン
ド
で
商
品
が
売
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

雑
誌
や
テ
レ
ビ
以
上
に
家
族
や
知
人
か
ら

の
情
報
提
供
が
購
買
決
定
に
大
き
く
影
響

し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
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卒。日立製作所勤務を経

て、平成20年小樽商大大

学院商学研究科アン 卜レプ

レナーシップ専攻修了。そ

の後、日本オラクルでの勤

務を経て現職。産学官連携

をベースとした北海道の地

域資源活用、道内企業の海

外展開支援、 観光や医療分

野における経営人材育成に

取り組んでいる。
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PROFILE 

現地調査からポイン 卜

が見えてくる

し
た
。
ま
さ
し
く
、
現
地
で
市
場
調
査
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
が

見
え
て
き
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
海
外
展

開
を
図
る
企
業
と
連
携
し
た
調
査
や
戦
略

構
築
支
援
を
通
じ
て
海
外
進
出
の
成
功
率

を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
経
営
学
の
知
見

を
活
か
し
た
当
部
門
が
呆
た
す
地
域
へ
の

役
割
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
社
会
人
向
け
人
材
育
成

北
海
道
の
産
業
競
争
力
を
高
め
て
い
く

に
は
、
先
の
市
場
調
査
や
経
営
戦
略
立
案

支
援
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
育
成
も
企
業

の
競
争
基
盤
を
強
化
す
る
上
で
重
要
で
あ

り
、
当
部
門
で
は
特
に
北
海
道
の
観
光
、

医
療
、
食
の
分
野
を
意
識
し
な
が
ら
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
つ
目
は
観
光
の
分
野
で
す
。
平
成
訂

年
度
よ
り
国
土
交
通
省
観
光
庁
か
ら
受
託

し
た
「
産
学
連
携
に
よ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル

経
営
人
材
育
成
に
関
す
る
業
務
」
、
お
年

度
以
降
は
「
産
学
連
携
に
よ
る
観
光
産
業

の
中
核
人
材
育
成
・
強
化
に
関
す
る
業

務
」
を
受
託
し
、
観
光
産
業
の
中
核
で
あ

る
宿
泊
業
者
の
次
世
代
経
営
者
、
幹
部
の

方
々
を
対
象
と
し
て
経
営
人
材
育
成
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
は
昨
今
の

観
光
政
策
の
推
進
に
よ
る
訪
日
外
国
人
旅

行
者
の
増
加
を
受
け
て
、
地
域
経
済
活
性

化
に
つ
な
が
る
重
要
な
分
野
で
あ
り
、
競

争
力
強
化
の
た
め
に
は
経
営
層
の
み
な
ら

ず
中
間
管
理
層
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
人
材

育
成
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

次
に
経
済
産
業
省
か
ら
採
択
さ
れ
た
補

助
事
業
で
あ
る
「
産
学
連
携
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
経
営
人
材
育
成
事
業
」
で
す
。
こ
の

事
業
も
平
成
幻
年
度
か
ら
医
療
、
福
祉
分

野
の
サ
ー
ビ
ス
経
営
人
材
育
成
を
進
め
て

お
り
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

核
を
担
う
医
療
経
営
人
材
育
成
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
厚

生
労
働
省
が
掲
げ
る
「
団
塊
の
世
代
が
万

歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5年
を
目
途
に
、

重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護

・
予
防
・
生

活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
は
、
広
大
な

面
積
が
あ
り
、
他
都
府
県
と
比
べ
て
人
口

流
出
数
が
多
い
北
海
道
に
と

っ
て
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
分
野
も

含
め
て
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
道
民
の
生
活
自
体
が

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

最
後
に
食
の
分
野
で
す
。
帯
広
畜
産
大

学
と
連
携
し
て
、
清
水
町
が
主
催
す
る
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
共
催
し
て
い

ま
す
。
一
次
産
業
の
盛
ん
な
十
勝
圏
で
、
農

業
や
酪
農
に
従
事
さ
れ
る
方
を
対
象
に
経

営
学
の
視
点
で
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、

他
国
と
の
経
済
連
携
協
定
が
進
め
ら
れ
る

状
況
の
中
で
も
、
北
海
道
の

一
次
産
業
が

さ
ら
に
競
争
力
の
あ
る
分
野
と
し
て
確
立

で
き
る
よ
う
取
組
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

文
理
融
合
型
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
展
開

当
部
門
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
よ
り
、
大
学
の
有
す

る
研
究
分
野
を
通
じ
て
地
域
の
産
業
振
興

に
貢
献
す
る
取
組
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

先
に
ご
紹
介
し
た
海
外
進
出
支
援
や
社
会

人
向
け
人
材
育
成
事
業
も
、
こ
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
ベ

l
ス
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
当
部
門
の
提
携
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
は
じ
め
、
行
政
や
地
域
企
業
と

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
固
に
し
、
本

学
の
卒
業
生
と
の
つ
な
が
り
も
活
用
し
な

が
ら
課
題
解
決
を
図
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
を
生
み
出
す
、

言
い
換
え
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
を
推
進
す
る
基
盤
で
す
。
特

に
理
系
大
学
と
の
文
理
融
合
型
の
ビ
ジ
ネ

ス
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
多
く
の

方
が
課
題
と
指
摘
し
て
い
る
技
術
的
な
ピ

ジ
ネ
ス
シ
l
ズ
と
市
場
ニ

l
ズ
の
誰
離
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ

っ
て
マ
ッ
チ
ン

グ
し
、

理
系
と
文
系
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
活
か
し
な
が
ら
、
事
業
化
を
達
成
す

る
も
の
で
す
。
最
近
で
は
こ
の
文
理
融
合

の
取
組
を
テ
l
マ
に
産
学
官
連
携
研
究
成

果
報
告
会
も
開
催
し、

帯
広
畜
産
大
学
と

は
酪
農
業
の
生
産
性
向
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
、
そ
し
て
北
見
工
業
大
学
の

先
生
方
と
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
観
光
振
興

に
向
け
た
共
同
研
究
に
つ
い
て
発
表
し、

地
域
へ
研
究
成
果
の
報
告
、
知
見
の
還
元

も
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
北
海

道
で
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
さ
ら
に

大
き
く
し
、
地
域
の
産
業
競
争
力
向
上
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ビジネス開発プラットフォームの説明の様子
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